
口
座
振
替
に
す
る
と
納
付
の
た
び
に

金
融
機
関
や
役
場
に
出
か
け
る
手
間
が

省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。

振
替
で
き
る
税
目
は

○
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

お
申
込
み
は

納
税
通
知
書
に
つ
づ
っ
て
あ
る
口
座

振
替
依
頼
書
、
ま
た
は
町
内
の
取
扱
金

融
機
関
窓
口
や
役
場
に
用
意
し
て
あ
る

口
座
振
替
依
頼
書
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
押
印
（
通
帳
印
）
の
う
え
、
取
扱
金

融
機
関
窓
口
へ
直
接
申
し
込
み
い
た
だ

く
か
、
税
務
課
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
、
一
部
の
税
目
を
口

座
振
替
し
て
い
る
か
た
で
、
新
た
に
他

の
税
目
を
口
座
振
替
す
る
場
合
は
、
改

め
て
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関
は

○
埼
玉
り
そ
な
銀
行
本
・
支
店

○
り
そ
な
銀
行
本
・
支
店

○
足
利
銀
行
本
・
支
店

○
埼
玉
縣
信
用
金
庫
本
・
支
店

○
武
蔵
野
銀
行
本
・
支
店

○
南
彩
農
業
協
同
組
合
本
・
支
店

○
三
井
住
友
銀
行
本
・
支
店

○
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
本
・
支
店

○
中
央
労
働
金
庫
本
・
支
店

○
郵
便
局

振
替
開
始
の
時
期
は

申
し
込
み
を
し
て
か
ら
、
お
お
む
ね

１
か
月
か
ら
１
か
月
半
程
度
を
要
し
ま

す
。
手
続
き
が
完
了
し
だ
い
、
口
座
振

替
開
始
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

振
替
日
は

納
期
限
の
日
で
す
。
な
お
、
一
括
納

付
（
全
納
の
取
り
扱
い
）
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

振
替
済
通
知
書
は

す
べ
て
の
納
期
が
振
替
完
了
後
、
口

座
振
替
済
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
た

だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
１
月
と

４
月
に
分
け
て
送
付
し
ま
す
。

そ
の
他

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
ご
利
用
の
金

融
機
関
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

○
口
座
名
義
人
が
死
亡
し
た
と
き

○
口
座
振
替
を
廃
止
す
る
と
き

○
口
座
名
義
人
や
振
替
口
座
を
変
更

す
る
と
き

問
合
せ

税
務
課
徴
収
管
理
係
　
内
線
１
２
６
・

１
２
７
・
１
２
８

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
一
度
手
続
き
を
す

る
だ
け
で
、
あ
と
は
自
動
的
に
指
定

し
た
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
、
毎

月
金
融
機
関
を
訪
ね
る
手
間
と
時
間

が
省
け
て
、
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
で
は
、
次
の
よ

う
な
お
得
な
納
付
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
月
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

す
る
と
、
毎
月
50
円
（
平
成
18
年
度

額
）
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
納

付
書
で
毎
月
、
当
月
末
ま
で
に
納
め

て
も
「
早
割
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
だ
け
の
お
得
な
納
付
方
法

で
す
。

１
年
分
あ
る
い
は
６
か
月
分
の
保

険
料
を
決
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
一

括
で
納
め
る
方
法
で
、
保
険
料
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
納
付
書
で
前

納
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
口

座
振
替
で
前
納
を
す
る
ほ
う
が
納
付

書
よ
り
割
引
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
次
の
２

種
類
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
の
年

度
途
中
か
ら
の
前
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
１
年
前
納
…
４
月
分
〜
翌
年
３
月

分
を
４
月
末
日
に
振
替

②
６
か
月
前
納
…
４
月
分
〜
９
月
分

を
４
月
末
日
に
振
替
、
10
月
分
〜

翌
年
３
月
分
を
10
月
末
日
に
振
替

「
早
割
」
や
「
前
納
」
の
ほ
か
に

通
常
の
「
毎
月
納
付
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
各
月
の
保
険
料
を
翌
月
末
に

振
替
し
、
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
も
の
を
用
意
し
て
、
金
融
機

関
、
郵
便
局
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
や
送
付
さ
れ
た
納
付
書

等
）

・
預
（
貯
）
金
通
帳

・
通
帳
届
出
印

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
金
融
機
関
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
社
会

保
険
庁
か
ら
お
送
り
し
て
い
る
納
付

案
内
書
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
）

平
成
19
年
度
（
４
月
分
）
か
ら

「
前
納
」
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
２

月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
振
替
予
定
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
月
の
最
初
の
金
融
機
関
営
業
日
に

振
替
と
な
り
ま
す
。

※
前
納
し
た
か
た
が
年
度
の
途
中
で

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た
と
き
は
、

そ
の
後
の
国
民
年
金
保
険
料
を
お
返

し
し
ま
す
。

問
合
せ

春
日
部
社
会
保
険
事
務
所

1
０
４
８
（
７
３
７
）
７
１
１
１

毎
月
納
付
の
「
早
割

は
や
わ
り

」

手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
す

ま
と
め
て
納
め
る
「
前
納

ぜ
ん
の
う

」
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